














 
Ⅱ． 小学校算数科カリキュラム (案) 

1． 基本方針 

私たちは、数学教育のねらいを「数学を使って事象を解析し、数学を使って問題解 

決ができる能力をもった人間を育てること」に置いて研究を進めてきた。小学校では、

その基礎となる数・量・図形の概念を豊かに育てるとともに、算数のよさや楽しさを 

味わえるようにすることを大事にしたい。 

算数のよさは、日常の事象を数理的にとらえ、物事を的確に判断するとともに、手 

際よく能率的に処理することができることにある。算数・数学の価値を知り、よさを 

味わうことによって、算数を意欲的に学習する態度、学習した算数を生活に積極的に 

生かしていこうとする態度が育つものと考える。 

そうした態度を育てるには、算数の楽しさを味わわせることも大切である。算数の楽

しさは、問題が解けた喜びや感激、法則や性質を見つけたり発展させたりするなどし 

て算数を創ることができた充実感から生まれるものである。そうした楽しさを味わわ 

そうとするならば、算数の授業は問題解決的、発展的なもの、創造的なものにする必 

要がある。そうすることは、優れた問題解決者、創造的な態度と能力をもった人間を 

育てる基礎ともなろう。 

2． 内容構成 

算数の内容は、学習指導要領と同じく「A数と計算」「B量と測定」「C図形」「D 

数量関係」の4領域に分けて考えた。ただ、第1学年は、A、B、C領域のみとした。 

指導時間数は、各学年とも5時間とした。これは算数の授業は毎日行われることが 

望ましいという考えに基づくものでもある。 

教具として、電卓とそろばんは適宜用いることにする。たとえば、そろばんの仕組 

みは十進位取記数法と同じなので、数を理解するためにも数の感覚を育てる意味でも 

1年生から用いる。電卓は、4年生以降、計算がある程度確実になった段階で適宜導 

入することにする。電卓に関連して、数の見積りや数の感覚を育てることを大切にし 

たい。 

A 数と計算 

数と計算の領域では、これまでと異なる点が2つある。 
一つは、整数の拡張とともに計算を扱うことである。ただし、それは、桁数の多い 

計算をすることにねらいがあるわけではなく、数及び記数法の理解に役立てることに 
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